
日

本

人

会

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

ー

北
米
日
本
人
会
の
組
織
と
活
動
を
中
心
に
ー

坂

口

満

宏

日本 人 会 ネ ッ トワー ク

は
　

じ
　
め
　

に

　
第

二
次
世
界
大
戦
前
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
結

成
さ

れ
た

「
日
本
人

会
」
と
聞
く
と
、
多
く
の
人
は

「在
米
日
本
人
会
」
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
だ
ろ

う
。
そ
の
紛
ら
わ
し
い
名
称
は
、
あ
た
か
も
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
住
ん

で
い
た
日
本
人
の
す
べ
て
を
統
括
し
、
代
表
す
る
機
関
で
あ

っ
た
か
の
よ
う
な
印

象
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
厳

密

に

い
え
ば
、　
「在
米
日
本
人

会
」　
(
一
九
〇
八
年
組
織
)
と
は
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
や
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
フ

レ
ズ
ノ
な
ど
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
各
地

に
組
織
さ
れ
て
い
た
地
方
日
本
人
会
を
結

び
付
け
る
連
絡
協
議

・
実
行
機
関
で
あ

っ
た
に
す
ぎ
ず
、

一
九

一
五
年

に
南
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
各
地
の
日
本
人
会
を
統
合

・
連
絡
す
る

「
南
加
中
央
日
本
人
会
」
が

組
織
さ
れ
る
と
、
そ
の
管
轄
地
域
は
北

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
本
稿
で
考
察
す
る

「
北
米
日
本
人
会
」
は
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
の
名
称

の

壮
大
さ
か
ら
、
や
は
り
北
米
全
域
を
統
括
し
た
日
本
人
会
と
い
う
印
象
を
あ
た
え

る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
名
称
の
類
似
性
か
ら

「在
米
日
本
人
会
」
と
混
同
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は

「桑
港
日
本
人
会
」　
「羅
府
日
本
人

会
」
な
ど
と
対
応
す
る
地
方
日
本
人
会

の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
主
た
る
活
動
の
場

は
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
で
あ

っ
た
。

　
確
か
に
そ
の
活
動

の
場
は
小
さ
な
日
本
人

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
あ

っ
た
。
だ
が
北

米
日
本
人
会
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
は
、
個
別
北
米
日
本
人
会
の
歴
史
を
明
ら
か

に
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
北
米
各
地
に
組
織
さ
れ
た
多
く
の
地
方
日
本
人
会
の
活

動
事
例
と
の
共
通
性
を
見
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
は
シ
ア
ト
ル
に
お
け
る
日
本
人
会
の
歴
史
的
推
移
を
概
観
し

(
図

1
、
2
参
照
)
、

つ
い
で
北
米
日
本
人
会
の
組
織
と
活
動
事
例
を
明
ら

か
に
し
、

日
本
人
会
ネ

ヅ
ト
ワ
ー
ク
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

1

一

シ
ア
ト
ル
の
日
本
人
会

　
　
i

そ
の
創
立

・展
開
・
消
滅
過
程
1

日
本
人
会

(
一
八
九
九
～

一
九
〇
七
年
)

　

一
八
八
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
や
カ
ナ
ダ
を
経
由
し
て
シ

ア
ト
ル
に
や

っ
て
く
る
日
本
人
が
増
え
は
じ
め
、

一
八
九
六
年
に
日
本
郵
船
の
シ

ア
ト
ル
航
路
が
開
設
さ
れ
る
と
、
日
本
か
ら
シ
ア
ト
ル
へ
直
行
す
る
日
本
人
が
急
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図1　 各日本人会の歴史的展開

史 窓

日本人会 ワシントン州

　日本人会
北米日本人会 北米日本人会

商業会議所

1899/1907 1912 1931

分裂1910合 同1912 日本人商業会議所

1941

卜一 ・

消滅

シヤトル日本人会 北米聯絡
日本人会

米国西北部

聯絡日本人会

米国西北部

日本人会協議会

1913 1920 1933 1941　 　　1949　 　　1952

1914
沿岸日会

1929

(沿岸 日会)

太 平 洋 沿 岸 日本 人 会

協 議 会

Pacific　 Coast

Japanese　 Association

Deliberative　 Council

図2　 太平洋沿岸日本人会協議会系統図

(連絡団体)

加 奈 陀 日本 人 会(12支 部)

Ttte　 Canadian　 Japanese　 Association

米国西北部聯絡日本入会(15日 本人会)

The　 Northwest　 American　 Japanese　 Association

央 州 日本 入 会(10日 本 人会)

The　Japanese　 Association　of　Oregon

在 米 日本 人 会(40日 本 人 会)

The　 3apanese　 Association　 of　America

南 加 中 央 日本 人 会(19日 本 人 会)

The　 Central　 Japanese　 Association　 of

Southern　 California

(地方 日本人会)

【北米日本人会1

タコマB本 人会

ヤキマ日本人会

インランド・エムパイヤ日本人会

ベーリングハム日本人会

ホワイトリヴァー日本入会

タマス日本人会

オーバン日本人会

ファイフ日本人会

ベルビュー日本人会

グリンレーキ日本人会

パスコ日本人会

サウスパーク日本人会

モンタナ北部日本人会

ベーション日本人会

(注)図 は1920年9月10日,北 米聯絡 日本人会が米国西北部聯絡日本人会と改称 した時,,.のもので,

　　同聯絡日本人会に加盟 している 「地方日本人会」を表記 している。数字は 「連絡団体」の傘下に

　　ある 「地方日本人会」数を示 している。
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日本 人 会 ネ ッ トワー ク

増
し
、
ダ
ゥ
ン
タ
ウ
ン
の

一
角
に
日
本
人
街
が
生
ま
れ
た
。
か
れ
ら
は
、
ま
ず
日

本
人
が
経
営
す
る
旅
館
や
料
理
店
を
拠
点
と
し
て
独
自

の
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
き
、
そ
の
後
同
郷
人
意
識
を
核
に
し
た

「
県
人
会
」
、
「
日
本
人
会
」
を
組
織
し

　た
。

　

シ
ア
ト
ル
に
い
つ

「
日
本
人
会
」
と
称
す
る
団
体
が
発
足
し
た
か
と
い
う
点

に

つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
加
藤
十
四
郎
の

『
在
米
同
胞

発
展
史
』
に
よ
れ
ば
、

一
八
九
九
年

二
月

=

日
に
個
人
加
盟
劇
度
に
よ
る
日
本

人
会
が
発
足
し
た
と
も
同
年

一
〇
月
に
成
立
し
た
と
も
い
う
が
、
竹
内
幸
次
郎
の

『米
国
西
北
部
日
本
移
民
史
』
に
よ
れ
ば
、
シ
ア
ト
ル
最
初
の
日
本
人
会
は

一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

○
○
年
五
月
秋
元
商
店
の
地
下
室
に
お

い
て
発
会
式
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
ま
た

竹
内

は
、
四
三
名

の
日
本
人
青
年
が

「
日
本
人
会
の
名
称

の
下
に

一
の
団
体
を
組

織
す
る
目
的

に
向
か

っ
て
団
結
」
し
、

一
九
〇
〇
年

一
二
月

一
一
日
ワ
シ
ン
ト
ン

州
に
よ

っ
て
法
人
認
可
を
う
け
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
当
時

の
日
本
人
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ

が
発
行
し
て
い
た
活
版
機
関
紙

『
日
本
人
』
の
の
ど
書
き

「
社
告
」
に
よ
れ
ば
、

一
九
〇
〇
年
三
月
五
日
に
初
代
日
本
人
会
会
長
の
荒
井
達
弥
を
主
筆
と
し
た
、・・
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

オ
グ
ラ
フ
版
週
刊
紙

『
日
本
人
』
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
例
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
シ
ア
ト
ル
で
は

一
八
九
九
年

の
二
月
頃

に
は
、
か
つ
て
日
本
に
お
い
て
自
由
民
権
運
動
の
活
動
家
と
し
て
名
を
な
し
て
い

た
荒
井
達
弥
を
中
心
に

「
日
本
人
会
」

の
組
織
化

が

は
じ

ま
り
、
同
年

一
〇
月

頃
、
会
則
お
よ
び
議
事
法
等
の
諸
規
則
が
整
備
さ
れ
、

一
九
〇
〇
年
三
月
に
は
謄

写
版
印
刷

の
機
関
紙
を
発
行
し
、
同
年

一
二
月
に
い
た

っ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
州
政
府

か
ら
法
人

の
認
可
を
う
け
、
活
躍
す
る
に
い
た

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
、

こ
の
団
体
は
そ
の
名
称
に
特
定
の
地
名
を
冠
す
る
こ
と
も
な
く
、
単
に

「
日
本
人

会
」
と
称
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
こ
の
日
本
人
会
は

一
九
〇

一
年
新
渡
米
者
の
た
め
に
英
語
夜
学
校
を

開
設
し
、
翌
年
に
は
付
属
小
学
校
を
設
け
、
日
本
主
義
的
な
国
語
教
育
を
は
じ
め

た
。
ま
た
頻
繁
に
演
説
会
を
催
し
て
い
た
こ
と
も
こ
の
当
時

の
日
本
人
会

の
特
徴

で
あ
る
。
紀
元
節
や
天
長
節
に
は
奉
祝
行
事
を
行
い
、
日
本
か
ら
著
名
人
や
練
習

艦
隊
が
来
訪
し
て
き
た
と
き
に
も
盛
大
な
歓
迎
会
を
開
く
な
ど
、
日
本
と
の
つ
な

が
り
を
重
視
し
て
い
た
。
日
露
戦
争
が
は
じ
ま
る
と

「報
国
義
会
」
を
設
け
、
在

留
日
本
人
に
対
し
て
軍
資
献
金

の
勧
誘
を
お
こ
な

っ
た
の
も
こ
の
日
本
人
会
で
あ

っ
た
。

2

ワ
シ
ン
ト
ン
州
目
本
人
会

(
翩
九
〇
七
～

一
九

=

一年
)

　
そ
の
後
、
右
の

「
日
本
人
会
」
は

一
九
〇
七
年
二
月
、
個
人
会
員
制
度
を
や
め

て
、
県
人
会
お
よ
び
各
種
団
体
か
ら
代
議
員
を
選
出
す
る
制
度

へ
と
改

め

ら
れ

た
。
そ
う
し
て
う
ま
れ
た
の
が

「
ワ
シ
ン
ト
ン
州
日
本

人
会
」
　
(華

州
日

本
人

会
)
で
あ
る
。
こ
の
制
度
改
正
が
、
日
露
戦
争
後

に
厳
し
さ
を
増
し
て
き
た
排
日

問
題

へ
の
対
処
策
で
あ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
同
郷
人
意
識
に
も
と
つ

く
県
人
会
を
中
核
に
据
え
、
強
固
な
日
本
人
移
民
ネ

ヅ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
は
か

っ
た
も

の
で
あ

っ
た
。

　
同
会

は
外
交
、
教
育
、
衛
生
、

移
民
、

慈
恵
、

勧
業
の
六
部
を
設
け
、

移
民

の
入
国
時

に
お
け
る
ト
ラ
ブ

ル
の
解
決

(移
民
部
)
、

ペ

ス
ト
予
防
運
動

(
衛
生

部
)、

入
院
費
用

の
補
助
な
ら
び
に
帰
国
送
還
費
用
、

葬
儀
費
の
支
弁
を
お
こ
な

う
な
ど

(
慈
恵
部
)
、

渡
米
日
本
人

の
増
大
と
彼
ら
の
利
益
を
確
保
す
べ
く
、

日

本
人
移
民
社
会
で
惹
起
し
た
多
く
の
問
題

に
対
応
す
る
体
制
を
整
え
た
。
そ
し
て

一
九
〇
七
年
の
排
日
状
況
を

「
単
に
在
留
同
胞

の
利
害

に
関
す
る
の
み
な
ら
ず
延

て
国
威
の
消
長
に
関
す
る
緊
急
の
問
題
」
と
位
置
付
け
、
時
局
問
題
運
動
委
員
五
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窓史

名
を
選
出
し
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
目
本
人
移
民
社
会
の
三
方
面

に
向
け
て
運
動

を
強
め
た
。

　
日
本
に
向
け
て
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
排
日
問
題

に
関
す
る
印
刷
物
を
帝
国

議
会
議
員
な
ら
び
に
新
聞
社
に
配
布
し
、
五
月
に
は
山
岡
音
高
を
陳
述
委
員
と
し

て
日
本
に
派
遣
し
、
外
務
大
臣
と
交
渉
さ
せ
、

ハ
ワ
イ
か
ら
の
日
本
人
移
民
転
航

禁
止
法
撤
廃
に
む
け
て
外
交
努
力
す
る
こ
と
、
相
互
移
民
禁
止
の
協
商
を
拒
絶
す

る
こ
と
、
適
当
な
人
材
に
在
留
日
本
人

の
実
情
を
視
察
さ
せ
る
こ
と
を
約
諾
さ
せ

た
。
ま
た

『
排
日
問
題
の
真
相
及
其
善

後
策
』
と
題
し
た
小
冊
子
を
発
行
し
、
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
人
移
民
問
題
を
多
く

の
日
本
人
に
知
ら
し
め
る
取
り
組
み

を
お
こ
な

っ
た
。

　
九
〇
八
年
に
は
服

部
綾
雄
を
通
じ
て
紳
士
協
約
の
撤
廃
を
求

め
る
請
願
書
を
貴

・
衆
両
院
に
提
出
し
た
。

　
他
方
、
ア
メ
リ
カ
に
向
け
て
は
、
桑
港
日
本
人
聯
合
協
議
会
と
連
携
し
て
陳
情

委
員

(高
橋
徹
夫
)
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
派
遣
し
、

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
、
ス
ト

ロ
ー
ス
商
工
務
長
官
、
べ
ー
コ
ン
国
務

次
官
ら
と
会
見
さ
せ
た
。
ま
た
シ
ア
ト
ル

商
業
会
議
所
に
働
き
か
け
て
は
日
本
人
移
民
排
斥

に
反
対
す
る
決
議

を
あ
げ

さ

せ
、
日
本
人
擁
護
の
建
白
書
を
大
統
領

な
ら
び
に
国
務
長
官
に
提
出
さ
せ
る
運
動

を

お

こ

な

っ
た
。

英

文

パ

ン

フ

レ

ッ
ト

ξ

§

題
馬
§

ミ
磯
ミ

織
§

を
発

行

し
、

ア
メ
リ
カ
議
会
両
院
議
員
、
政
府
関
係

者
、
各
州
知
事
等

へ
配
布
し
、
目
本
人
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

民
問
題
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
お
こ
な

っ
た
の
も
こ
の
時
で
あ

っ
た
。

　
日
本
人
移
民
社
会
に
対
し
て
は
、
各
団
体

に
時
局
対
策
費
用
の
拠
出
を
割
り
当

て
、
移
民
社
会
の
総
力
を
結
集
し
て
排

日
問
題

に
対
処
し
て
い
く
体
制
を
作
り
上

げ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
排
日
問
題
に
対
し
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を
見
せ
た
日
本
人
会
で

あ

っ
た
が
、

一
九

一
〇
年
の
会
長
選
挙
を
め
ぐ

っ
て
亀
裂
が
生
じ
、
日
本
人
社
会

は
高
橋
徹
夫
派

(
当
時
の
会
長
で
東
洋
貿
易
会
社
社
長
、　
『
大
北
日
報
』
を
利
用

し
て
古
屋
商
店
派
を
攻
撃
)
と
反
高
橋
派

(会
長
候
補
と
し
て
荒
井
達
弥
を
推
す

新
聞
雑
誌
記
者
を
中
心
と
す
る
青
年
グ
ル
ー
プ
)
の
二
つ
に
分
か
れ
、
対
立
を
深

め
た
。
同
年
二
月
、
僅
差
で
高
橋
徹
夫
が
再
選
さ
れ
る
と
反
高
橋
派
は
ワ
シ
ン
ト

ン
州
日
本
人
会
か
ら
離
脱
し
、

一
九

一
〇
年
四
月

「
シ
ヤ
ト
ル
日
本
人
会
]
を
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ち
上
げ
、
対
抗
を
強
め
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
,

3

シ
ヤ
ト
ル
日
本
人
会

(
一
九

一
〇
～

一
九

=

幽年
)

　
高
橋
派
の
独
裁
的
な
日
本
人
会
運
営
に
不
満
を
も

っ
た
グ
ル
ー
プ
は
、　
「輿
論

は
社
会
の
声
な
り
、
民
衆
は
社
会
の
原
動
力
な
り
、
之
を
圧
し
、
之
を
屈
す
る
は

即
ち
社
会
の
進
歩
を
害
す
る
も
の
、
人
類

の
幸
福
、
人
世
の
平
和
得
て
望
む
べ
か

ら
ず
、
故
に
社
会
の
公
共
機
関
は
、
輿
論
を
貴
び
、
民
衆
を
重
ん
ず
る
を
以
て
第

　
　
　
　
　

　

一
の
要
諦
と
す
」
と
の
立
場
を
表
明
し
、　
「
シ
ヤ
ト
ル
日
本
人
会
」
を
結
成
し
、

ワ
シ
ン
ト
ン
州
政
府
よ
り
法
人

の
認
可
を
受
け
た
。
初
代
会
長
は
岡
島
金
弥
、
副

会
長
は
菊
竹
経
義
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
シ
ア
ト
ル
の
小
さ
な
目
本
人
社
会
に
は

一
九

一
〇
年
か
ら

=

一年
ま
で
二
つ
の
日
本
人
会
が
並
存
す
る
こ
と
と
な

っ
た
の

で
あ
る
。

　
日
本
人
社
会
に
混
乱
を
も
た
ら
し
た
日
本
人
会
の
分
裂
状
況

を
収

拾

す

る
た

め
、

一
九

=

年
二
月
頃
か
ら
両
日
本
人
会

の
合
併
交
渉
が
始
ま

っ
た
。
調
停
作

業
は
双
方
か
ら
の
委
員
に
よ

っ
て
協
議
が
進
め
ら
れ
、
以
下
の
妥
協
案
が
示
さ
れ

た
。

　
　

一
、
華
州
日
本
人
会
は
華
州
全
体

に
渉
る
在
米
同
胞
に
関
す
る
凡
て
の
件
を

　
　
　
掌
る
こ
と

　
　

一
、
シ
ヤ
ト
ル
日
本
人
会
は
シ
ヤ
ト
ル
在
留
同
胞
に
関
す
る
一
切
の
任
を
処
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理
す
る
こ
と

　
　

一
、
華
州
日
本
人
会
現
役
員
及
び
代
議
員
は
今
回
個
人
と
し
て
シ
ヤ
ト
ル
日

　
　
　
本
人
会
に
入
会
し
シ
ヤ
ト
ル
B
本
人
会
は
華
州
日
本
人
会
に
数
名
の
代
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

　
　
　
員
を
選
出
す
る
こ
と

形
式
の
う
え
で
、
二
つ
の
日
本
人
会
を
並
存
さ
せ
た
ま
ま
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位

置
と
面
目
が
保
た
れ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
調
停

・
合
併
策
で
あ

っ
た
。

4

北
米
日
本
人
会

(
一
九

=

一～

[
九
三

一
年
)

北
米
日
本
人
会
商
業
会
議
所

(
一
九
三

一
～

]
九
四

一
年
)

　
調
停
後
も
二
つ
の
日
本
人
会
が
並
存
す
る
と
い
う
実
態
に
変
わ
り
が
な
か

っ
た

た
め
、

一
九

一
二
年
四
月
、
両
日
本
人
会
の
有
志
が
発
起
人
と
な
り
、
名
実
と
も

に
二
つ
の
人
会
を
合
併
さ
せ
、
新
た
に

「
北
米
日
本
人
会
」
を
発
足
さ
せ
る
趣
意

書
が
発
表
さ
れ
た
。
五
月

一
日
、
日
本
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
北
米
日
本
人
会
の
創

立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
則
の
逐
条
審
議
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
五
月

一
〇
日
の

総
会
で
議
事
法
が
作
成
さ
れ
、
五
〇
名

の
参
事
員
が
選
ば
れ
た
。
会
長
は
高
橋
徹

央
、
副
会
長
が
奥
田
平
次
で
あ

っ
た
。
書
記
に
は
中
島
勝
治
が
就
任
し
た
。

こ
こ

に
お
い
て
シ
ア
ト
ル
に
初
め
て
本
格
的

な
制
度
を
整
え
た
日
本
人
団
体

「北
米
日

本
人
会
」　
(↓
ゲ
①
匂
巷
碧
霧
。
〉
ωω0
9
9鋤
o⇒
o
h
2
0
畧
ゲ
諺
塁
o
ユ
＄
)
が
成
立

し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
北
米
日
本
人
会
は

一
九
二
〇
年
代
半
ば

に
代
議
員
制
度
の
問
題
を
め

ぐ
り
紛
糾
し
た
時
期
も
あ

っ
た
が
、
シ
ア
ト
ル
地
域

の
日
本
人
社
会
を
代
表
す
る

公
共
団
体
と
し
て
活
動
を
続
け
、

一
九
三

一
年

二
月

一
九
日
、
財
政
上
の
合
理
化

を
理
由
に
ほ
ぼ
構
成
員
を
同
じ
く
し
て
い
た

「日
本
人
商
業
会
議
所
」
と
合
併
、

「北
米
日
本
人
会
商
業
会
議
所
」　
(以
下
、
北
商
と
略
す
)
と
な

っ
た
。

　

北
商
時
代
は
、
経
済
不
況
、　
「祖
国
」
日
本

の
戦
争
、
日
米
開
戦
と
文
字
通
り

激
動
期

に
直
面
し
、
太
平
洋
商
業
銀
行
倒
産
対
策
、　

「祖
国
」
日
本

へ
の
慰
問
袋

の
送
付
、
日
米
関
係

の
悪
化
に
と
も
な
う

「時
局
対
策
委
員
会
」
の
活
動
と
、
出

身
国
日
本

へ
の
忠
誠
と
定
住
国
ア
メ
リ
カ
へ
の
そ
れ
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
り
な

が
ら
の
活
動
が
続
い
た
。
し
か
し
、
日
米
戦
争

の
勃
発
と
同
時

に
日
本
人
会
幹
部

は
F
B
I
に
逮
捕
さ
れ
、
日
本
人
会
の
活
動

は
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
こ

に
お
い
て
シ
ア
ト
ル
の
日
本
人
会
は
、
事
実
上

の
消
滅
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
シ
ア
ト
ル
に
お
け
る
日
本
人
会

の
変
遷
を
概
観
し
て
き
た
の
で
、
以
下

で
は
北
米
日
本
人
会
の
組
織
と
活
動
、
日
本
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
、
日
本

人
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
た
い
と
思
う
。

二
　
北
米
日
本
人
会
の
組
織
と
活
動

1
　
機
構
の
変
遷

　
会
の
目
的
規
定
と
会
員
規
定
　
ま
ず
は
会
の
目
的
規
定

の
移
り
変
わ
り
で
あ
る

(表
1
1

a
参
照
)。

い
わ
ば
当
然
な
の
だ
ろ
う
が
、　
一
八
九
九
年
か
ら

一
九
二

六
年
ま
で
の
規
定
は
ま
さ
し
く
在
留
日
本
人

の
一
致
団
結
を
図
り
、
日
本
人
の
権

利
を
伸
張
し
、
そ
の
利
益
を
増
進
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ

れ
に
対
応
す
る
よ
う
に

「
日
本
帝
国
に
国
籍
を
有
し
又
は
有
せ
し
者
及
其
子
」
ま

た
は

「目
本
臣
民
」

の
男
子

で
あ
る
こ
と
が
会
員
資
格
の
要
件
と
な

っ
て
い
た
。

　
出
稼
ぎ
意
識
を
持
ち
つ
づ
け
、　

「
ニ
ッ
ポ
ン
人
で
い
る
こ
と
が
平
気
」
だ

っ
た

時
代

に
あ

っ
て
、
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は

「祖
国
」
日
本
そ
の
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
た
と
え
日
本
国
籍
を
離
脱
し
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
化
し
た
も

の
で
あ

っ
て
も

(そ
の
例
は
極
め
て
少
な
か

っ
た
が
)
、
か
つ
て

「
日
本
臣

民
」
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史 窓

で
あ

っ
た
こ
と
、
ま
た
現
在

「
日
本
臣
民
」
で
あ
る
こ
と
が
、
自
他
を
区
別
す
る

唯

一
絶
対
の
基
準

で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
と
目
的
を
抱

い
て
渡

米
し
て
き
た
人
々
は
、　
「
日
本
臣
民
」

と
い
う
事
実
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
て
結
び

つ
き
、　
コ

等
国
L
日
本
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
間
に
ふ
さ
わ
し
い
権
利
の
伸
張

を
め
ざ
す
と
い
う
目
標
の
も
と
、
日
本
人
会
の
一
員
と
な

っ
て
い

っ
た
。

　　　　　　　　表1　 日本人会の目的規定,会 員規定の変遷

レa　 日本人会の目的規定

1899年

日 本 人 会

1907年

ワシントン州

日 本 人 会

1915年

北米 日本人会

1926年

北 米日本人会

1931年

北米日本人会
商業 会 議所

一、北米合衆国内に於て日本国民間に完全無欠なる団体を組織

　 し且つ其維持を計る事
一、合衆国内に於て日本国民に対し法律上許容せられたる一切

　 の権利を伸暢、維持する事

第三条　本会の目的は其一致協和を図り権利を伸張し利益を増

　 進するにあり

第二条　本会ノ目的ハ在留同胞ノー致和親ヲ旨トシ権利ヲ伸張
　 シ利益ヲ増進スルニアリ

第二条　本会は日米親善を旨とし在留同胞の福利を増進するを
　 目的とする

第二条　 本会ノ目的左ノ如シ

≡:昌講 鬣 呈默証嬲 糶鸚記粤紫コト

x-b　 日本人会の会員視定

　
と
こ
ろ
が

一
九
二
六
年
以
降
に
な
る
と
、
そ
う
し
た
日
本
人
主
義
に
彩
ら
れ
て

い
た
権
利
拡
大
方
式

の
規
定
に
も
変
化
が
現
れ
た
。　

「
日
米
相
互
ノ
親
善
」
と
い

う
大
枠
が
前
提
と
さ
れ
、
そ
の
も
と
で
在
留
同
胞
の
権
利
増
進
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
日
本
人
の
み
な
ら
ず
ア
メ
リ
カ
国
籍
を
も
つ
日
系
市
民
ま
で
が
会
員
の

対
象
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
女
性
に
も
会
員
資
格
が
拡
が

っ
た
。

1899年

日 本 人 会

1907年

ワシントン州

日 本 人 会

1915年

北 米 日本人会

1926年

北米日本人会

1931年

北米日本人会
商 業会 議 所

(不　詳)

第二条　本会は日本帝国に国籍を有し又は有せし者及其子にし

　 てワシントン州内に在留する者を以て組織す

第五条　北米合衆国二在留スル日本臣民及ビ其子孫ニシテ年齢

　 廿歳以上ノ男子ハ本会ノ会員タルコトヲ得

第六条　北米合衆国に在留する日本人及日系市民にして丁年に

　 達したる者は本会の会員たる事を得

第六条　北米合衆国二在留スル日本人及日系市民ニシテ丁年二
　 達シタルモノハ本会ノ会員タルコトヲ得

〔典拠〕1899年:竹 内幸次郎 『米国西北部日本移民史』47ペ ージ。

　　　 1907年:加 藤十四郎 『在米同胞発展史』92ペ ージ。

　　　 1915年:『 北米 日本人会々則』1～2ペ ージ。

　　　 1926年:「 北米 日本人会々則及議事法」

　　　　　　　　　 (外務省記録r在 外日本人会関係雑件』)

　　　 1931年:「 北米日本人会商業会議所規則及議事法」　(同上)
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一
九

一
五
年
の
会
則
か
ら

一
九

二
六
年

の
会
則
改
定
に
い
た
る
ま
で
の

一
〇
年

余
り
は
、
日
本
人
移
民
が
主
体
的

に

「
米
化
運
動
」
に
取
り
組

む

こ
と

で

「祖

国
」
日
本
に
対
す
る
思

い
を
相
対
化
さ

せ
、
市
民
権
を
も
つ
二
世
の
親
と
し
て
ア

メ
リ
カ
に
生
き
抜
く
こ
と
を
選
び
取
る
と
い
う
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
大
変
動

に
直
面
し
た
時
代

で
あ

っ
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
に
生
き
る
日
本
人
と
い
う
意
識

す
な
わ
ち

「
在
米
日
本
人
」
意
識
を
強
く
持

つ
よ
う
に
な

っ
た
彼
ら
は
、
二
世
教

育
に
お
い
て
も

「
米
国
に
尽
す
と
同
時

に
、
父
母

の
国
に
報
ゆ
る
」
こ
と
を
教
育

の
基
本
方
針
と
し
、
か
つ
て
の
日
本
主
義
的
な
国
語
教
育
か
ら
の
方
向
転
換
を
は

　
　
　
　
　

　

か

っ
て
い

っ
た
。

一
九
二
六
年
以
降

の
会
則
は
、
こ
う
し
た

「在
米
日
本
人
」
意

識
に
根
ざ
し
、
そ
の
定
住
戦
略
を
含
み
こ
ん
だ
規
定
で
あ

っ
た
。

　
会
員
数
　
で
は
日
本
人
会
に
は
ど

の
く
ら
い
の
日
本
人
移
民
が
加
盟
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
詳
細
な
統
計
が
不
足
し
て
い
る
た
め
不
明
な
点
が
多
い
が
、
概
ね

一
九
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
会
員
数
は
増

え
つ
づ
け
、
二
〇
年
代
後
半
か
ら
漸
減
し

は
じ
め
る
と
い
う
傾
向
に
あ

っ
た
。

　

一
九
二

↓
年

の
記
録

に
よ
れ
ば
北
米

日
本
人
会
の
会
員
数
は
五
四
五
三
人
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
の
シ
ア
ト
ル
在
住
日
本
人
は
九
〇
六
六
人

(
内
女

性

三
五

八
五

人
)
で
、
シ
ア
ト
ル
日
本
領
事
館
管
轄

地
域

に
居
住
し
て
い
た
日
本
人
が

一
万
八

四
〇

一
人
、
そ
の
う
ち
な
ん
ら
か
の
日
本
人
会
に
属
し
て
い
た
も
の
が
八
八
七

一

人
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
北
米
日
本
人
会

の
占
め
る
割
合
の
大
き
さ

　
　
　

⑨

が
わ
か
る
。

一
九
二
〇
年
代
前
半
ま
で
は
、
日
本
人
会
が
在
留
民
の
証
明
保
証
を

行
う
と
同
時
に
、
営
業

ラ
イ
セ
ン
ス
問
題
や
土
地
法
問
題
、
二
世
の
二
重
国
籍
問

題
解
決
運
動
等
に
お
い
て
具
体
的
な
対
応
策
や
訴
訟
を
提
起
し
て
い
た
の
で
、
日

本
人
会
会
員
で
あ
る
こ
と
そ
の
も
の
に
実
利
的
な
意
味
が
あ
り
、
多
く
の
日
本
人

を
結
集
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、

一
九
二
四
年
移
民
法
の
施
行
に
よ
り
新
規
渡
米
者
が
い
な
く
な
り
、

二
六
年
に
証
明
保
証
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
と
日
本
人
会
会
員
で
あ
る
こ
と
の
実
益

性
は
弱
ま
り
、
日
本
人
会
内
部
の
派
閥
争
い
な
ど
も
影
響
し
て
、
求
心
力
を
失

っ

て
い

っ
た
。

一
九
三
〇
年
に
は

一
五
五
〇
人

(内
女
性
五
入
、
日
系
市
民
五
人
)
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
九
年
に
は

一
一
九
六
人
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い

っ
た
。

　
維
持
方
法
　
各
種
日
本
人
会
の
主
要
財
源
は
会
員

の
納
め
る
会
費
で
あ

っ
た
。

た
だ
し

一
九
〇
七
年
に
発
足
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
州
日
本
人
会
だ
け
は
、
州
内
の
各

日
本
人
団
体
を
選
挙
区
と
し
、
そ
こ
か
ら
代
議
員
を
選
出
す
る
制
度
を
採
用
し
て

い
た
た
め
、
各
団
体
は
通
常
費
と
し
て
代
議
員

一
名
に
つ
き
毎
月

一
ド
ル
の
会
費

を
納
付
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
北
米
日
本
人
会
が
発
足
す
る
と
再
び
会
費
制
と
な

っ
た
。
会
費
は
年
額

ニ
ド
ル
。
会
員
数
が
減
り
は
じ
め
た

一
九
二
六
年
以
降
三
ド
ル
と
な
り
、
さ
ら
に

財
源
確
保
が

一
段
と
厳
し
く
な

っ
た
北
商
時
代
の
一
九
三

一
年
に
は
三
ド
ル

(
一

二
〇
〇
人
)
、
一
〇
ド
ル

(
一
五
〇
人
)
、
二
五
ド
ル

(
一
五
人
)
、
五
〇
ド
ル

(
一

〇
人
)
と
、
所
得
規
模
に
応
じ
た
四
種
類

の
会
費
制
度
が
定
め
ら
れ
、
大

口
納
入

者
か
ら
の
会
費
収
入
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
体
質
と
な

っ
た
。

　
証
明
保
証
制
度
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
チ

ェ
ス
ト
　
日
本
人
会
の
財
源
と
し
て
特
筆

す
べ
き
点
は
、
証
明
保
証
料
の
分
配
金
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
チ

ェ
ス
ト
か
ら
の
分
配

金
で
あ
る
。

　
証
明
保
証
料
の
分
配
金
制
度
と
は
、
在
留
民
が
領
事
館
に
提
出
す
る
書
類
の
審

査
と
裏
書

(身
元
保
証
)
の
権
限
を
地
方
日
本
人
会
に
ゆ
だ
ね
、
そ
の
報
酬
と
し

て
領
事
館
が
証
明
書
発
行
に
際
し
て
徴
収
す
る
手
数
料
の

一
定
額
を
日
本
人
会
に

支
払
う
と
い
う
制
度

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
来
領
事
館
が
行
う
べ
き
在
留
民

の
身
元
確
認
作
業
を
移
民
事
情
に
精
通
し
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
日
本
人
会
に
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委
託
し
、
利
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
領
事
館

の
仕
事
を
軽
減
さ
せ
る
と
と
い

う
目
的
以
上
に
、
手
数
料
の
下
付
を
口
実

に
し
て
日
本
人
会
に
対
す
る
指
導

.
監

督
権
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
日
本
政
府

・
領
事
館

に
よ
る
日
本
人
会
懐
柔
策
の
一

つ
で
あ

っ
た
。
日
本
人
会
側
に
お
い
て
も
帝
国
日
本
の
行
政
事
務
の

一
端
を
請
け

負

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
自
組
織

の
権
威
付
け
と
な
り
、
手
数
料
収
入
も
期
待

で
き
た
こ
と
か
ら
、
領
事
館

・
日
本
人
会
双
方
も
た
れ
あ
い
の
構
図
と
し
て
こ
の

制
度

は
機
能
し
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
州

の
場
合
、
ま
ず
タ
コ
マ
日
本
人
会
に
証
明
保
証

の
権
限
が
与
え

ら
れ
、
つ
い
で
北
米
目
本
人
会
を
は
じ

め
と
す
る
地
方
日
本
人
会
に
同
様
の
権
限

が
付
与
さ
れ
た
。
そ
の
後
制
度
的

一
本
化
を
図
ろ
う
と
し
た
領
事
館
が
北
米
日
本

人
会

に
地
方
日
本
人
会

へ
の
監
督
権
を
与
え
よ
う
と
し
た
た
め
、
そ
れ
を
機
に
各

地
の
日
本
人
会
は
新
た
な
連
絡
組
織
作
り
を
進
め
、

一
九

一
三
年

一
一
月
、
北
米

聯
絡
日
本
人
会
を
設
立
し
た
。
こ
れ
以
降
、

一
九

一
七
年
ま
で
証
明
保
証
手
数
料

の
分
配
金

は
、
そ

の
証
明
数
に
応
じ
て

繍

犖
鑑鰲
明

龕保

軻

覈爨

鈷鞠

翻醤

璽
篳

 

と
い
う
流
れ
の
も
と
、
各
地
方
日
本
人
会
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
北
米
目
本
人
会
の
揚
合
、

一
九

一
七
年
度
の
総
収
入
は
二
二
八
六
ド
ル
四
四
セ

ン
ト
で
、
そ
の
内
訳
は
会
費
収
入
が

一
三
六
五
ド
ル

(
六
〇
%
)
、
証
明
手
数
料

収
入
が
五
二
八
ド

ル
ニ
五
セ
ン
ト

(
二
三
%
)
で
あ

っ
た
。
後
者
は
会
財
政
の
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

分
の

一
近
く
に
ま
で
達
し
て
い
た
。
し
か
し

一
九

一
八
年
、
聯
絡
日
本
人
会
が
財

源

(
排
日
対
策
費
)
確
保
を
理
由

に
地
方
日
本
人
会

へ
の
証
明
保
証
料
の
再
分
配

を
廃
止
し
た
た
め
、
各
地
方
日
本
人
会
は
会
費
収
入
に
よ
る
財
源
確
保
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
地
方
日
本
人
会

の
新
た
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

の
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ

ェ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
シ
ア
ト
ル
市
内

の
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
が
独
自
に
募
金
活
動
を
行
う
こ
と
の
弊
害
を
克
服
し
よ
う
と
し
て

一

九
二

一
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
年
に

一
回
、
シ
ア
ト
ル
市
内
居
住
者
か
ら

七
五
万
ド
ル
の
資
金

(第

一
回
の
目
標
額
)
を
集
め
、

一
定
の
方
法
に
よ

っ
て
各

団
体
に
分
与
す
る
と
い
う
も

の
で
あ

っ
た
。

一
九
二

一
年
日
本
人
社
会
に
対
し
て

も
七
五
〇
〇
ド
ル
の
応
募
が
期
待
さ
れ
た
の
を
機
に
北
米
日
本
人
会
は

「米
化
運

動
」
尸の

一
環
と
し
て
、
ま
た
ホ
ス
ト
社
会
の
期
待
に
応
じ
う
る
日
本
人
像
を
示
そ

う
と
し
て
こ
の
運
動

に
参
加
し
、
六
〇
六
三
ド
ル
余
り
を
集
め
た
。
そ
う
し
た
募

金
の

一
定
額
が
日
本
人
会
に
還
元
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
も
北
米
目
本
人
会

は
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
チ
ェ
ス
ト
へ
の
取

り
組

み
を
強

め
、

一
九
二
九
年
度

(
通
常
実
収
入
は
六
五
四
七
ド
ル
余
り
)

に
は
教
育
部
と
社

会
部
に
あ
わ
せ
て
二
二
〇
八
ド
ル
三
ニ
セ
ン
ト
、
三

一
年
度

(
同
八
二
五
八
ド
ル

余
り
)
に
は
五

一
二
四
ド
ル
九
九

セ
ン
ト
の
還
元
金
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
別
途
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

計
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
、
教
育
、
福
祉
関
係
費
に
充
て
ら
れ
た
。

　
役
員
の
選
出
方
法
　

ワ
シ
ン
ト
ン
州
日
本
人
会
は
代
議
員
制
を
と

っ
て
い
た
た

め
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
内

の
各
種
日
本
人
団
体
を
選
挙
区
と
し
て
代
議
員
を
選
出
す

る
も
の
と
し
、
各
種
団
体
は
会
員
五
名
に
つ
き

一
名

の
代
議
員
を
選
出
す
る
方
法

を
と

っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
北
米
日
本
人
会
と
な

っ
て
か
ら
は
、
区
割
り
さ
れ
た

選
挙
区
か
ら
会
員

の
数

に
応
じ
て
参
事
員
を
選
ぶ
こ
と
と
し
、
五
〇
名
の
参
事
員

が
選
出
さ
れ
た
。

　
し
か
し
会
員
数

の
減
少
が
著
し
く
な

っ
て
き
た

一
九
二
六
年
以
降
は

「本
会
は

本
会
員
を
会
員
と
す
る
府
県
人
会
、
実
業
組
合
及
び
労
働
団
体
並

に
上
記
の
団
体

に
属
せ
ざ
る
会
員

に
よ
り
選
挙
せ
ら
れ
た
る
参
事
及
び
支
部
選
出
の
参
事
員
を
以
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表2　 専門部の変遷

1931年1926年1915年1907年

法務部
財務部
外交部

法務部
財務部

第1部
　外交および社交

外交

商工部産業部
労働部

第2部
　移民および勧業

 

民
業
移
勧

社会部社会部第3部

　慈善および矯風

 

恵
生
慈
衛

教育部教育部第4部
　調査および通信
のちに教育および法律

教育

〔典拠〕 表1に 同じ。

日本 人 会 ネ ッ トワ ー ク

て
参
事
員
会
を
組
織
す
L
(
会
則
第
九
条
)
と
さ
れ
、
各
種
団
体
会
員
か
ら
の
互
選

(会
員

一
五
名
に
付
き

一
名
を
選
出
)
と

一
般
会
員
に
よ
る
投
票

に
よ

っ
て
参
暈

員
が
選
出
さ
れ
る
方
法
に
変
更
と
な

っ
た
。
参
事
員
を
選
出
す
る
こ
と
が
で
き
た

団
体
は
岡
山
県
海
外
協
会

シ
ア
ト
ル
支
部
や
米
国
西
北
部
広
島
県
人
会
、
キ
ャ
ナ

リ
ー
同
志
会
や
ホ
テ
ル
組
合
、
ダ
イ
ウ
オ
ー
ク
組
合
な
ど
で
あ

っ
た
。
し
か
し
こ

の
制
度
で
は
常

に
圧
倒
的
な
会
員
数
を
占

め
る
特
定
の
県
人
会
お
よ
び
労
働
団
体

に
よ

っ
て
参
事
員

の
人
選
が
決
ま

っ
て
し
ま
う
と
い
う
弊
害
が
生
じ
た
た
め
、

一

九
三

一
年
以
降

は
再
び

一
般
会
員

の
投
票

に
よ

っ
て
参
事
員
を
選
挙
す
る
方
法
が

と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
七
五
名

の
参
事
員
を
選
ぶ
制
度

へ
と
戻

っ
て
い

っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
目
本
人
会

の
実
務
を
担
当
す
る
参
事
員

の
選
出
方
法
は
、
時
代
状

況
を
反
映
し
て
変
遷
し
た
が
、
選
出
さ
れ
た
参
事
員
は
す
べ
て
専
門

部

に
所
属

し
、
移
民
社
会
が
直
面
し
た
諸
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
と
な

っ
た
。
専
門
部
の
名

称
の
変
遷
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。
名
称

に
も
変
遷
が
あ

っ
た
が
、
お
お
む
ね
対

外
、
勧
業
、
社
会
救
済
事
業
、
教
育

の
四
つ
が
主
要
な
柱
で
あ

っ
た
。

2
　
北
米
日
本
人
会
の
活
動

　
日
常
業
務
と
時
局
対
策
　
日
本
人
会
の
主
た
る
日
常
業
務
は
、
再
渡
航
や
呼
寄

せ
に
関
す
る
証
明
書
類
の
作
成
、
生
活
困
窮
者
の
救
済
、
小
児
園
や
国
語
学
校

へ

の
補
助
、
天
長
節
奉
祝
行
事
の
主
催
、
墓
地
の
整
備
な
ど
日
々
の
日
本
人
移
民
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
に
密
着
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
出
身
国
日
本
と
の
関
係
に
お
い

て
は
、
著
名
人
が
訪
米
し
た
り
海
軍
練
習
艦
隊
が
シ
ア
ト
ル
に
寄

港

し

て
く

る

と
、
そ
の
都
度
、
大
規
模
な
歓
迎
行
事
を
催
し
た
。
ホ
ス
ト
社
会
と
の
関
係
に
お

い
て
ば
独
立
記
念
日
や
ポ
ト
ラ
ッ
チ
祭

に
は
日
米

の
友
好

・
親
善
イ
メ
ー
ジ
を
か

た
ど

っ
た
山
車
を
繰
り
出
し
、
よ
き
隣
人
、
よ
き
定
住
外
国
人
と
の
認
証
を
得
る

努
力
を
し
て
い
た
。

　
他
方
、
第

一
次
大
戦
前
後
の
排
日
状
況
下

で
は
、
北
米
聯
絡
日
本
人
会

(
一
九

二
〇
年
以
降
、
米
国
西
北
部
聯
絡
日
本
人
会
に
改
称
)
と
連
携

し

て
排

日
対

策

(米
化
運
動
と
訴
訟
活
動
)
を
進
め
る
と
と
も
に
、
二
世
の
市
民
権
擁
護
運
動
、

二
重
国
籍
問
題
の
解
決
運
動
に
尽
力
し
、
日
本

の
国
籍
法
の
改
正

(
一
九

一
六
、

二
四
年
)
を
達
成
し
、　
「
市
民
協
会
」

の
設
立

(
一
九
一
二

年
)
を
促
し
た
。
ま

た
外
国
人
土
地
法

(
一
九
一=

年
)
が
制
定
さ
れ
る
と
た
だ
ち
に
調
査
委
員
会
を

組
織
し
、
邦
人
農
業
者
に
善
後
策
を
提
示
す
る
な
ど
、
権
利
擁
護
運
動
を
展
開
し

た
。
同
様
に
日
本
人
食
肉
業
者
に
組
合

へ
の
加
盟
を
促
し
シ
ア
ト
ル
労
働
組
合
と

の
連
携
も
保

っ
て
い
た
。

91



窓史

　

一
九
三
〇
年
代
に
は
経
済
不
況
対
策
な
ら
び
に
日
中
戦
争
の
勃
発

に
伴

な

う

「祖
国
支
援
」
に
取
り
組
み
、
日
米
関
係
が
悪
化
す
る
と
そ
の
関
係
修
復
を
め
ざ

す
運
動
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
な
か
で
も

一
九
三
一
年

一
〇
月
の
太
平
洋
商
業
銀

行
閉
鎖
問
題

に
際
し
て
は
、

た
だ
ち
に
銀
行
救
済
委
員
会
を
設

置

し
、

日
本
政

府
、
住
友
銀
行
、
横
浜
正
金
銀
行
等
に
対
し
て
救
済
交
渉
を
お
こ
な
い
、
日
本
か

ら
の
援
助
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
預
金
者
の
利
益
保
護
に
奔

走
し
た
。

　
社
会
救
済
事
業
　
こ
う
し
た
時
局
対
策
と
連
動
し
な
が
ら
も
日
本
人
会
が
行

っ

た
活
動

の
な
か
で
特
筆
す
べ
き
も
の
は
、
社
会
救
済
事
業

の
充
実
で
あ
ろ
う
。
ア

メ
リ
カ

へ
の
定
住
と
ホ
ス
ト
社
会
と
の
共
存
を
目
指
し
は
じ
め
た
日
本
人
会
は
、

帰
化
権
訴
訟
や
土
地
法
訴
訟
と
い
う
政
治
的
権
利
獲
得
運
動
の
失
敗

を
教
訓

に

し
、
日
本
人
社
会
内
の
改
善
と
定
住

に
向
け
て
社
会
事
業
を
よ
り

一
層
充
実
さ
せ

よ
う
と
す
る
方
向
を
と
り
は
じ
め
た
。

一
九
二
三
年
七
月
に
組
織
さ
れ
た
北
米
日

本
人
会
第
三
部
と
宗
教
団
体

(
キ
リ
ス
ト
教
会
、
仏
教
会
な
ど
)
と
の
提
携

に
よ

る

「社
会
奉
仕
会
」
は
そ
の
端
緒

で
あ
る
。

　
社
会
奉
仕
会
は

「同
胞
社
会
の
改
善
児
童
青
年
修
養

の
目
的

を
遂
行

す

る
た

め
」
(
「
社
会
奉
仕
会
規
則
」
第

一
条
)

に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
そ

の
業
務
は
1

青
年
男
女
の
修
養
、
2
育
児
法
の
宣
伝

、
3
生
活
改
善
宣
伝
、
4
傷
病
者
慰
問
、

5
移
民
局
慰
問
、
6
無
料
健
康
診
断
及
保
健

の
宣
伝
、
7
街
頭
児
童
教
育
、
8
時

間
励
行
そ
の
他
風
習
の
改
善
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
主
任
者
が
お
か
れ
た
。

い
ず
れ
も
在
留
同
胞
に
対
し
て
衛
生
観
念
の
向
上
を
は
か
り
、
自
助

・
救
済
能
力

を
高
め
る
こ
と
で
、
排
日
派
か
ら
の
論
難
を
無
効
な
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
も
の

で
あ

っ
た
。

　
社
会
救
済
事
業
を
活
発
化
さ
せ
た
背
景
に
は
、
日
本
人
と
し
て
、
な
お
か
つ
日

系
市
民
の
親
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
生
き
ぬ
く
と
い
う

「
在
米
日
本
人
」
意
識

へ
の

転
換
と
確
立
が
あ

っ
た
が
、
実
際
的
な
問
題
と
し
て
は
一
世

の
高
齢
化
と
二
世
の

増
大
、
そ
れ
に
と
も
な
う
養
老
問
題
と
保
健
衛
生
問
題

(幼
児

・
小
児
に
た
い
す

る
予
防
接
種
、
肺
結
核
対
策
な
ど
)
と
い
う
、
日
本
人
移
民
社
会

の
成
り
立
ち
と

行
く
末
を
め
ぐ
る
問
題
群
が
視
野
に
入

っ
て
き
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
排
日

間
題

へ
の
対
処
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
旧
来
の
日
本
人
会
の
活
動
と
い
え
ば
、
降

り
か
か
る
火
の
粉
を
払
い
の
け
、
如
何

に
し
て
自
ら
の
生
命
と
財
産
を
守
る
か
と

い
う
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
二
〇
年
代
半
ば
に
な
る
と
、
成
熟

し
て
き
た
自
ら
の
社
会
と
そ
の
変
容
と
い
う
現
実
か
ら
眼
を
そ
ら
す
こ
と
な
く
、

そ
こ
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
が
新
た
な
会
活
動
の
課
題
と
し
て
意
識
さ
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

三
　

ア

メ
リ
カ
と

の
関

係

、
日
本

と

の
関

係

、

　
移

民
社
会

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

　
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
-

法
的
地
位
　
歴
史
的
概
観

に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う

に
、
シ
ア
ト
ル
に
生
ま
れ
、
変
遷
を
と
げ
て
き
た
日
本
人
会
は
、
い
ず
れ
も
ワ
シ

ン
ト
ン
州
政
府
よ
り
非
営
利
団
体
と
し
て
の
認
可
を
受
け
、
法
律
上
、
社
団
法
人

と
し
て
の
地
位
を
得
て
い
た
。
社
団
法
人
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
会
は

自
己
の
名
に
お
い
て
訴
訟
を
行
う
こ
と
、
動
産

・
不
動
産

の
売
買
契
約
を
結
ぶ
こ

と
、
そ
の
他
設
立
目
的
の
遂
行
に
必
要
な
こ
と
の
す
べ
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

営
利
行
為
を
行
わ
な
い
限
り
行
政
当
局
か
ら
い
か
な
る
監
督
を
受
け
る
こ
と
も
な

　
　

　

か

っ
た
。
こ
う
し
て
社
団
法
人
と
し
て
の
地
位
を
得
て
い
た
北
米
日
本
人
会
は
、

交
渉

に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
定
住
国
ア
メ
リ
ヵ
へ
の

〈忠
誠
〉
表
明
と
し
て
ア

メ
リ
カ
大
統
領

に
決
議
を
送
付
す
る
に
際
し
て
も
北
米
日
本
人
会

の
名
称
を
も

っ
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窓史

て
独
自

の
意
志
表
明
を
行

っ
た
の
で
あ

る
。

　

日
本
と
の
関
係
1
1
法
的
地
位
　

こ
れ
に
対
し
て
日
本
人
会
と
領
事
館

・
日
本

政
府
と
の
関
係
は
や
や
複
雑

で
あ

っ
た
。

　
当
時

の
外
交
文
書
な
ど
で
は
、

ア
メ
ジ
ヵ
に
築
か
れ
た
日
本
人
移
民
社
会

(
移

民
地
)
を
さ
し
て
日
本
人
居
留
地
と
記

し
、
そ
こ
の
居
住
者
を
さ
し
て
居
留
民
と

称
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

っ
た
。
だ
が
、
そ
こ
は
上
海
や
天
津
の
よ
う
に
日
本

の
警
察
権
力
や
領
事
裁
判
権
が
お
よ
ん
だ
租
界

(
日
本
の
勢
力
圏
)
と
は
ま

っ
た

く
異
な
る
世
界
で
あ

っ
た
。
当
然
、
日
本
租
界
で
施
行
さ
れ
て
い
た

「居
留
民
団

法
」
な
ら
び
に
同
施
行
規
則
と
い

っ
た
日
本
の
法
律

の
規
制
や
監
督
を
う
け
る
地

域
で
は
な
か

っ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
生
ま
れ
た
日
本
人
移
民
社
会
は
、
日
本
の
非
勢

力
圏
に
実
在
し
、
ホ
ス
ト
社
会
と
の
共
存

を
は
か
り
つ
つ
も
日
本
人
に
よ

っ
て
運

営
さ
れ
た
生
活
世
界

で
あ

っ
た
。

　
こ
う
し
た
社
会
と
そ
こ
に
居
住
す
る
人

々
を
把
握
す
る
た
め
に
採
ら
れ
た
制
度

が
日
本
人
会
を
利
用
し
た
証
明
保
証
制
度

で
あ

っ
た
。
こ
の
制
度
を
裏
付
け
る
日

本
の
法
は
存
在
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
領
事
館
と
日
本
人
会
と
の
取
り
決
め
に
よ

っ

て
運
用
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
地
方
日
本
人
会
特
聯
絡
日
本
人
会
蔦
領
事
館

と
い
う
三
層
構
造
が
移
民
社
会
を
統
制
す

る
上
で
権
威
的
に
も
権
力
的
に
も
機
能

し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
、
日
本
人
会
が

日
本
政
府

・
領
事
館

の
末
端
機
構
に
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑮

み
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

一
九

二
六
年
に
証
明
保
証
制
度
を
廃
止

す
る
と
領
事
館
は
日
本
人
会
を
監
督
す
る
実
際
的
な
根
拠
を
失
な

っ
た
。
そ
し
て

そ
の
頃
を
節
目
に
日
本
人
会
は

「
在
米
日
本
人
」
意
識
に
根
ざ
し
た
社
会
集
団
と

し
て
の
有
り
様
を
模
索
し
、
追
及
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。

　
移
民
社
会
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
　
最
後
に
、
目
本
人
会
を
軸

に
し
て
移
民
社
会
-

日
本
i
ア
メ
リ
カ
と
い
う
三
者
の
関
係
を
位
置
付
け
て
お
こ
う
。
生
活
空
間
と
し

て
の
日
本
人
移
民
社
会
は
ア
メ
リ
カ
の
国
境
線
内
に
形
作
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ

え

に
移
民
社
会
は
そ
の
国
の
国
民
統
合
の
理
念

に
よ

っ
て
選
別

・
排
除
の
篩

い
に

か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
選
別

・
排
除

の
論
理
に
直
面
し
た
日
本
人
移

民
は
、
時
に
は
そ
の
論
理
に
自
ら
応
じ
、
主
体
的
な
自
己
変
革
に
取
り
組
み
、
時

に
は
そ
の
論
理
の
不
当
性
を
突
く
た
め
声
明
を
発
し
た
り
訴
訟
を
起
こ
し
て
抗
弁

し
た
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
日
本
人
会
が
中
核
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
側

の
多
様
な

組
織
や
団
体
と
切
り
結
び
、
そ
れ
ら
と
の
関
わ
り
の
中

で
定
住

へ
の
道
を
切
り
開

こ
う
と
し
た
。

　
他
方
、
そ
こ
に
居
住
す
る
者
の
多
く

(
と
り
わ
け

一
世
)
は
日
本
国
籍
保
持
者

で
あ

っ
た
。
日
本
語
新
聞
や
定
期
船
が
も
た
ら
す
情
報
を
通
じ
て
、
日
常
的
に
も

「祖
国
」
日
本
と
の
結
び
つ
き
を
強
く
意
識
し
、
そ
の
身
は
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国

の
内
側

に
お
き
な
が
ら
も
送
金
や
物
資
の
援
助
と
い
う
実
際
的
な
結
び
つ
き
、
目

本

の
海
外
発
展

の
一
翼
を
担

っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
自
負
の
念
か
ら
、
自
ら
を
目

　
　
　
　
　
　

ヘ　　ヘ　　ヘ　　　　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ

本
と
い
う
国

の
理
念
的

・
精
神
的
な
国
境
線
の
内
側
に
位
置
付
け
続
け
る
思
い
を

抱
い
て
い
た
。
こ
の
思
い
は
出
身
国
日
本
に
よ
る
選
別

・
排
除

の
篩
い
に
か
け
ら

れ
ま
い
と
す
る
思
い
に
根
ざ
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
二
つ
の
国
民
国
家
の
論
理
に
直
面
し
た
日
本
人
移
民
社
会
は
、
そ
の

帰
属
意
識
と
い
う
点
に
お
い
て
日
本
と
ア
メ
リ
ヵ
の
双
方
に
ま
た
が
る
ゾ
ー
ン
と

で
も
呼
ぶ
べ
き
世
界
に
立
脚
し
、
ど
ち
ら
か
ら
見
て
も
良
き
国
民
、
外
国
人

で
あ

る
こ
と
を
示
す
戦
略
と
行
動
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
そ
の
中
核
と
な

っ

て
い
た
の
が
日
本
人
会
ネ

ヅ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

っ
た

(図
3
参
照
)。

　
地
方
日
本
人
会
は
ま
ず
そ
の
所
在
地
で
活
動
す
る
多
く
の
日
本
人
団
体

(
県
人

会
、
実
業
団
体
、
宗
教
団
体
等
)
と
の
連
携
を
は
か
り
、
密
接
な
地
域
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
を
形
成
し
た
。

つ
い
で
各
地
の
日
本
人
会
は
州
の
レ
ベ
ル
で
連
絡
す
る
聯
絡
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臼本 人 会 ネ ッ トワ ー ク

日
本
人
会
を
組
織

し
、
さ
ら
に
カ
ナ
ダ

の
B

・
C
州
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
南

部
ま
で
を
縦
断
す
る
遮
絡
網

「太
平
洋
沿
岸
日
本
人
会
協
議
会
」
を
作

っ
た
。
こ

う
し
て
北
米

・
カ
ナ
ダ
の
太
平
洋
沿
岸
部

に
は

〈
地
方
日
本
人
会
ー
聯
絡
目
本
人

会
ー
沿
岸
日
人
会
〉
と
い
う
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
、
あ
る
地
域
で
惹
起
し
た
小

さ
な
問
題
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
が
日
本
人
移
民
社
会
全
体
に
か
か
わ
る
普
遍
的
な

も

の
で
あ

っ
た
場
合
、
沿
岸
各
地
す
べ
て
の
日
本
人
社
会
の
問
題
と
し
て
総
力
を

あ
げ
て
取
り
組
み
、
解
決
し
て
い
く
関
係
が
築
き
上
げ
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
居
住
国
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係

に
お
い
て
、
州
政
府

へ
の
法
人
登
録
は
も

ち
ろ
ん
、
商
業
会
議
所
の
財
界
人
や
キ
リ
ス
ト
教
会
、
労
働
組
合
と
の
連
帯
が
追

求
さ
れ
た
。
そ
し
て
日
本
と
の
つ
な
が
り

に
お
い
て
は
、
出
身
母
村
に
残
る
家
族

や
知
人
と
の
地
縁

・
血
縁
関
係
、
日
米
関
係
委
員
会
な
ど
の
親
米
団
体
や

「移
民

社
会
」
出
身

の
代
議
士
を
通
じ
て
の
政
界
工
作
や
議
会
活
動
、
領
事
館
を
通
じ
て

の
請
願

・
要
求
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
日
本
人
会
を
中
核

・
結
節
点
と
し
た
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ハ
ワ

イ
や
南
米

の
日
本
人
移
民
社
会
で
確
認
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
意
味
に
お

い
て
二
〇
世
紀
前
半
の
北
米
と
カ
ナ
ダ

に
築
か
れ
た
日
本
人
会

ネ

ヅ
ト

ワ
ー

ク

は
、
日
本
人
移
民
社
会
史
上
の
一
大
特
色

で
あ

っ
た
。

註①

拙
稿

「移
民

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
生
活
世
界
」

(
『
立
命
館

言
語
文

化

研

究
』
第

　

五
巻
第
五

・
六
A
口
併
号
)
参

昭
描。

②

加
藤

十
四
郎

『
在
米
同
胞
発
展
史
』
九

二
、

一
四
五
頁
、
竹
内
幸
次
郎

『
米
国

西
北

　
部
日
本
移
民
史
』

四
七
～
四
八
頁

に
よ
る
。

③

『
日
本
人
』
第

二
巻
第
七
九
号

(
一
九
〇

一
年

一
〇
月

一
九
日
)
。

④
　
以
上

「会
務
報
告
」
　
臼
諺
Z
諺

(∪
ー
這
漣
～
H
O
O
9
　
な
お
、

英
文

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

　
ξ

§

題
馬
」ぎ
ミ
茜

ミ

畿
§

の
発

行

者

は

↓
げ
o

冒

や
穹

霧

゜

浮
。゚ω
o
o
冨
飢
o
口

o
h
汗

o

　

唱
9。
o
お
o
Z
oH
臣
零
o
緯

と
表
記
さ
れ
て

い
る
。

⑤

「
機
密
公
第
三
号
」

(
外
務
省
記

録

。。
あ
も
も
誌

『
在
外
各
地

日
本
人
会

関

係

雑

　

件
』
所
収
)。

⑥

「
シ
ヤ
ト

ル
日
本
人
会
設
立
趣
意
書
」
、
竹
内
前
掲
書
、
七
七
ぺ
ー
ジ
。

⑦

『大
北

日
報
』

一
九

二

年

五
月

一
二
日
。

⑧

拙
稿

「移
民

の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と

二
つ

の
国

家
」

(
『
日
本
史
研
究
』
第
四

二

　

八
号
)
参

照
。

⑨

米
国
西
北
部
聯
絡
日
本
人
会
編
纂

『
米
国
西
北
部

日

本

人

発

展

史
』

(
】
九

二

一

　

年
)
七
～
八
頁
。

⑩

一
九
三
〇
年

の
数

値

は

「機
密

第
二
八
七
号
」

(
外
務
省
記
録

犀
山
歯
歯
山

『在

　

外
日
本
人
会
関
係
雑
件
』
第

一
巻
所
収
)
、

一
九
三
九
年

の
そ

れ

は

「普
通
第
三

ご
七

　

号
」
(
外
務
省
記
録

犀
1
。。凸
歯
為

『
日
本
人
会
並
実
業
団
体
調
査

一
件
』
)

に
よ
る
。

⑪

北
米

日
本
人
会

『会
務
報
告
書
』

一
九

一
七
年
後
半
期
。

⑫

『
北
米

日
本
人
会
会
報
』
第
=
二

号

、

『
北
米

日
本
人
会
商
業
会
議
所
会
報
』
第
二

　

号
。

⑬

一
九

一
九
年
か
至

コ

年

に
か
け
て
北
米

日
本
人
会
は

ク
イ

ン
ア
ン

・
ヒ
ル
、
キ

ャ

　

ピ
タ

ル

・
ヒ
ル
の
墓

地
を
整
備

し
、
無

縁
死
没
者

の
墓

標
を
建

立
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

　

が
今

日
、
北
米

日
本
人
会

の
歴
史
を
物
語

る
貴
重
な

モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
な

っ
て

い
る
。

　

シ
ア
ト
ル
小
児
園
に

つ
い
て
は
拙
稿

「
一
九

二
〇
年
代
後
半

の

シ
ア

ト

ル

日
本

人

社

　
会
」
　
(
『
社
会
科
学
』
第

五
五
号
)
参
照
。

　
⑭

前
掲
外
務
省
記
録

「機
密
第

二
八
七
号
」
参
照
。
な
お

一
部

の
ア
メ
リ
ヵ
人
の
中

　

に
は

冒
窟

口
①
器

諺
器
O
o
冨
臨
自

と

い
う
名
称

を
嫌
悪
す

る
者
も
い
た
た
め
、

コ
ミ

ュ

　

ニ
テ

ィ
チ

ェ
ス
ト
咨
　金
本
部
な
ど
は
同
資
金
の
募

集
に
際

し
て

匂
櫛
b
ρ
鄭
Φ
器

諺
器
o
o
苧

　

ρ
什団。
昌

へ
委
託
す
る
と
は
い
わ
ず

、
ω
。
ρ
三

①
冒

冨

器
器

O
。
ヨ
ヨ
篝

一蔓

ω
碧
く
ぎ
o
へ

　

委
託
す

る
と
呼
び
か
け
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

ま
た
、
北
米
日
本
人
会
以
外

の
地
方
日

　

本
人
会

の
す

ぺ
て
が
社
団
法
人
と
し

て
設

立
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
何
ら
準
拠

　

す
べ
き
法

律
も
な
か

っ
た
た
め
、
単

に

一
種

の
社
交
的
団
体

と

い
う
存
在

で
あ

っ
た
。

⑮

ユ
ウ
ジ

・
イ

チ
ナ
カ

『
一
世
』

(
刀
水
書
房

、

一
九
九

二
年

)

一
七
九
～

一
八

二
ぺ

　

ー
ジ
参

照
。
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